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温 暖化 問題 と都市気温 一 中国デ ー タの 解析

＊
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1 ． は じめに

　地上気温の 上 昇に は ， 都市化の 影響な どの

人為的影響が含まれて い る こ とは よく知 られ

て い る，い ままで ， さま ざまの 方法 で気温 の

長期観測デー タか ら都市化の 影響を除き ， よ

り自然の 気 候変 動 に近 い 気 温変動 を得 られ よ

うと して きた 。 近藤
［1コ
に よる と， 都市化の 気

温 に 及 ぼす影響 の 大き さは 、 従来は都市人 口

の 関数 として考 え られ て きたが、小都市 （村

落）で あっ て も陽だま り効果に よ っ て平均気

温 が 上 昇す るこ とが ある 。 こ こで は中国 黄河

流域の 1950 年代か ら 2001 年まで ， 7
7 箇所で の 日々 の ル

ー チ ン 気象デー タ か ら ，

年平均気温 と年最低気温 の 極小値の 変化率な

どを計算 し ， これ らの 地 点の 都市化或い は
“

陽

だま り効果
”

の に つ い て検討 した
。

2 ．方法

原理 ：

　都市化は 放射冷却に大 きな影響 を及ぼす の

で 、 晴天微風 日の ヒー トア イ ラン ドは夜間に

顕著に なる。 よ っ て ， あ る場所で の 年 々 の 最

低気温 の 上昇傾向の 大きさは この 場所で の 都

市化の 効果 を表 して い る と考 え られ る。

デ ー タ ：

　中国気象局 出版の 「地 面気 象資料 月報 」
匚2］

で あ る。 使用 したデー
タの 項 目は 日平均 ・日

最低気温 ， 日平均 風速 で あ る 。

判断基準 ：

  最低気 温 の 年極 小値 の 変化傾 向は安 定 し

　 てい るこ と ；

  最低気温 の 年極小 値の 上 昇傾 向の 幅は 年

　 平均気温 の 上 昇傾向の 幅よ り小 さい ；

  風速の 年々 変動が小 さい
。

こ れ らの 条件 を満たせ る観測所 で は都市化或

い は
“

陽だま り効果
”

の 影響が小 さい と判断

する 。

3 ．結果

　中国 の 多 くの 気象観測所 で は都 市化 や 陽

だま り効果が大きい 。 その た めデー
タを使用

す る観測所を選 ぶ こ とが重 要で あ る 。 年最低

気温 の 経年変化 、 風速の 経年変化及 び 大 き さ

な どか ら都市化 ・陽だ ま り効果 を見つ ける方

法を検討 ・考察 した。

　すべ て の 場所 で は ， 気温 は 上昇傾向 で あ る 。

ほ とん どの とこ ろでは最低気温 の 年極小値は

上昇傾向に あ る （下降傾 向は 3 箇所の み ）。
7

割以上 の 場所で は ， 風速（高さ 10 メー トル ）

は減少傾 向に ある。 最低気温 の 年極 小値 の 上

昇幅の 大 きい とこ ろで は気温 の 上昇幅も大き

い が ，最低気温 の 年極小 値の 年々 変動幅は気

温 よ り敏感で ， 平均 して 気温 の 上昇 幅の 約 40

倍に なる 。

　都市化或い は
“

陽だまり効果
”

の 影響を選

別す る と判断する条件を表すパ ラ メー ター を

用い て ， 77箇所 か ら都市化 と
“

陽 だ ま り効果
”

の 影響が小 さい 観測所は 全体の
一

割以下で あ

る 。 これ らの 場所 で 平均 した年平均気 温 は

1950年代か ら 2001 年 ま で に約 1 ℃／100yr の

上 昇 で あ る。
一方，都 市化 と

“
陽 だ ま り効果

”

の 影響を考慮せ ず ， 全デー タ か ら得 られ た同

期間の 平均気温 の 上昇は約 2．5℃／100yr であ

っ た ．つ ま り約 1．5℃ ／100yr程度の 上昇率が

中国黄河流域の 気温変 化にお ける都市化の 影

響の 概略値 と考え られ る ．ただ し ， こ こで の

上昇量 とは単純 に
一

次回帰式で 気温変化 を表

した場合の 傾き とす る． 中国の 気象官署で は

都 市化の 影響 が極 めて 大きい の で 、今回解析

した 地点以外 の 条件 に合 う観測所 を今後探 し

だ して 解析す る必 要が あ り ， 自然の 変動 と し

て の 気温 変化をよ り正 確 に抽出す るこ とが望

まれ る．
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